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1 はじめに
エル・ニーニョ/南方振動（El Nin˜o/ Southern Os-
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1918 年 1 月
∼2016年 4月
Table 2: 分類結果




暖 9 52, 58, 66,
73, 88, 92,
98, 03, 10
寒 5 64, 70, 77,
83, 16
ラ・ニーニャ 暖 4 50, 72, 89,
99













(1) 典型事例 (2) 非典型事例
Figure 3: 海面水温と風の偏差
(1)、(2)はそれぞれ典型事例、非典型事例の熱帯域の海面水温と風の偏差を表す。コンターが流線関数、カ
ラーが SST、ベクトルが風の偏差を表し、ハッチが 90%で有意な領域を示す。
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